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「下川エンド」
　　  年の臨床

長期症例でみるエンド治療成功への道

高い成功率を誇る
「下川エンド」の理論とテクニックを網羅した実践ガイド！

第1編　エンド治療の実態
第2編　根管の分類と治療の実際─基本編
第3編　根管の分類と治療の実際─アドバンス編
第4編　これからのエンド治療に向けて

CONTENTS

木村 英生　著
◆本書では，「標準的エンド治療の理論」（いわゆる「グローバルスタンダー
ド」）が有する盲点，欠点，問題点に言及し，それらを十分に考慮して構築
された「下川エンド」の理論とテクニックを，「下川エンド」に取り組んで
20年が経過した著者が，50の長期症例とともにビジュアルに解説しました．
◆「下川エンド」の高い成功率は，偶然に得られたものではなく，「下川エン
ド」の理論に則って行った根拠ある治療の結果であることを，ご自身で実践
し，体感してみてください．

推薦の辞（一部抜粋）
　木村英生先生が，エンド治療に関するきわめて臨床的で実践的な書籍を書いた．
ざっと目を通してみて，正直なところ驚いた．経過観察と資料が実に豊富なのである．
　日常臨床で行ったエンド治療の症例の20年後を確認するためには，後に行う補綴
処置がきわめて重要であり，しかも，治療歯の歯周環境がきわめて悪く，保存か，抜
歯かに迷うようなケースでは，エンド，歯周，外科，矯正，補綴などあらゆる知識と技
術が求められる．
　筆者の症例をみてみると，単なるエンド治療だけではなく，歯根分割，逆根管充填，
歯周外科，インプラント治療などさまざまな術式を駆使して長期的な保存へと導いて
いる．本書は，単なるエンド治療の書籍としてとらえるのではなく，総合的な歯科治
療のなかでエンド治療にどのように取り組めばよいかという見方をすれば，よりわか
りやすいはずである．ぜひ明日からの臨床に役立てていただきたい．　下川 公一
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Step1ではすべての歯科治療の根幹をなす基本治療を，アドバンス編としてのStep2では，限局矯正（LOT），審美修復，インプ
ラント，総義歯についての基礎事項を簡潔に解説．そして，シリーズを総括するStep3では，「全体的なバランス」を俯瞰的に見る
目を養うために，咬合再構成を行ったケースを通して，包括的な歯科治療の進め方を多様な症例を提示しながら解説． 

Reliable Dentistry Step1 
歯内療法・初期齲蝕・歯周治療・臼歯部の補綴治療 
●北九州歯学研究会
上田秀朗・小松智成　編著
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「下川エンド」20年の臨床 長期症例でみるエンド治療成功への道　　　 C  O  N  T  E  N  T  S

第1編  エンド治療の実態
1章  エンド治療の科学的根拠とは
　　  ●変わらないエンド治療の実態
　　  ●エンド治療の科学的根拠とは
 
2章  エンド治療の成功率
　　  ●エンド治療の結果は何年もてばよいのか
　　  ●歯科治療がもつ宿命
　　  ●エンド治療の成功率
 
第2編  根管の分類と治療の実際─基本編
3章  エンド治療を予知性高く，効率的に行うために
　　  ●「下川エンド」との出合い
　　  ●診査・診断̶根管ごとの評価を行う
　　  ●診断に基づき目標をクリアにする

4章  エンド治療の基本─根尖狭窄部が存在する根管への対応
　　  ●エンド治療の基本的術式

5章  「下川エンド」の基本を知る
　　  ●エンド治療を始める前に
　　  ●標準的エンド治療の理論に潜む盲点と「下川エンド」の基本

第3編  根管の分類と治療の実際─アドバンス編
6章  感染根管─吸収根管への対応
　　  ●感染根管─吸収根管症例に取り組む前に 
　　  ●感染根管─吸収根管を狙って治す 

7章  さまざまな難症例への対応
　　  ●エンド難症例と診断したら
　　  ●非嚢胞性疾患への対応
　　  ●歯根嚢胞への対応
　　  ●彎曲根管への対応
　　  ●破折リーマー・ファイルへの対応
　　  ●歯根端切除術での対応
  
8章  エンド難症例への意識改革
　　  ●難症例は客観的な判定基準と長期経過観察によって決まる
  

第4編  これからのエンド治療に向けて
9章  エンド治療への3つの提言 
　　  ●エンド治療に対してこのままモラルをもちたい
　　  ●症例提示は全顎で行いたい
　　  ●インプラントを補助的に活用したい

信頼される歯科医療のために，確実・高度な治療を習得するための臨床ガイド


